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立命館災害復興支援基金（復興+R基金）での学生支援の取り組み（ご報告） 

 

東日本大震災にかかわり、教育・研究を通した復興支援をはじめ様々な取り組みを進めておられます立命館関係

者のみなさま、教職員のみなさまに心より敬意を表します。あわせて、立命館災害復興支援基金（以下、「復興+R 基

金」）へのご協力をはじめ、災害復興支援室の活動にご理解とご支援をいただき、深くお礼申し上げます。 

災害復興支援室では、多くのみなさまからご賛同、ご寄付をいただいた復興+R 基金の趣旨に基づき、学生のボラ

ンティア活動支援や被災した学生への経済的援助といった取り組みを進めてきました。この間の取り組みをみなさま

にご報告するとともに、「学生たちの声」の一部をご紹介致します。 

 

■ 学生ボランティアバス運行                            

＜夏期休暇中の東日本大震災ボランティアバス運行への支援＞ 

夏期休暇中に、学生部・サービスラーニングセンターが中心となり、正課外のサー

ビスラーニングプログラムとして位置づけた、被災地での学生ボランティアバスを運行

し、3 プログラムに立命館大学・APUの学生 101 名が参加しました。 

10 月 1日には合同で報告会を開催。教職員、他大学の学生も参加し、それぞれの

経験を共有するとともに、今後の被災地復興支援についても意見交換を行いました。 

 ＜概要＞ 

● 8/19-23 ［スマイルエンジン山形プロジェクト］ボランティアバス（25 名参加） 

宮城県石巻市での清掃等の活動、仮設住宅住民とのワークショップ手伝い等。 

● 8/16-23 [気仙沼・暮らし楽しませ隊]ボランティアバス（サークル・団体より 26 名参加） 

岩手県気仙沼市の仮設住宅で、サークル・学生団体の特色活かしたボランティア・交流を実施。 

● 9/7-13、9/14-20 「いわて GINGA-NET プロジェクト」立命館バス（50 名参加） 

        岩手県気仙郡住田町を拠点に釜石市、大船渡市、陸前高田市、大槌町で活動。 

● 10/1 ボランティアバス報告会の開催 

        ボランティアバス参加者を中心に、学生、教職員約 100 名が参加。 

 

ボランティアバス運行にあたっては、現地での宿泊費や食費などについて学生が一定額を負担しつつ、現地まで

の移動費を中心に、復興+R基金のうち「復興活動支援金」からの支援を行いました。なお、APUから参加した学生に

ついては、別府から京都までの移動費についても支援の対象としています。支援総額は約 5,980,000 円となっていま

す。 

 

＜台風 12 号被害に関するボランティアバス運行＞ 

台風 12 号の被害に関わっても、学生部・サービスラーニングセンターが中心となり、正課外のサービスラーニング

プログラムとして和歌山県新宮へのボランティアバスを運行しました。 

● 10/15-16、10/22-23 「台風 12 号被害・和歌山県新宮ボランティアバス」（学生 29 名、職員 4名参加） 

      和歌山県新宮市において、家屋の泥・砂利の運び出し、壁板撤去、畑の流木等の運び出し等の実施。 

 



＜ボランティアバス参加学生たちの声＞ 

◆みんなの「+R for FUTURE」（RS WEB より抜粋） 

「+R for 復興」 

一人にできることは小さいけれど、現地で 

生まれも育ちも違う人がたくさんいる。 

みんなが集まれば、より近づけるのでは。 

その中の一人になれればと。 

【野村和秀さん（政策科学部 3回生）】 

 

               「+R for 亡くなった人達」                     「+R for 喜び」 

今生きている人もいる、亡くなった人がいる、        向こうの人もボランティア活動を 

それが被災地。生き残った人だけではなく、         喜んでくれた。 

亡くなった人も人の心の中に生きている。          「ありがたかった」と言ってくれて 

忘れてはいけない。                       うれしかったので。 

その思いを大切にしていきたい。                【岡本翔平さん 

【山枡美波さん（文学部 4回生）】                    （政策科学部 2回生）】         

       

「+R for 多くの人へ伝える」 

ボランティアを経験して、コミュニティを作るには長期的に、そして地域に密着することが必要

だと思った。遠くの立命館ではそのむずかしさも感じた。関西からでもできることは、忘れかけ

られていることを、私たちが話して伝えることで、ちょっとでも「いってみるのもいいかな」という

輪が広がって、思いやモノや人が集まって東北を支えられたら。 

多くの人を巻き込んでいきたい。 

【山根早由里さん（国際関係学部 3回生）】 

 

◆学生からのメッセージ 

                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「考え続け、行動し続ける」 

【阿部辰樹さん 

（政策科学部 3回生）】 

「一瞬一瞬の積み重ねが 

これからの未来を作っていく」

【國頭梨奈さん 

（産業社会学部3回生）】

「今の生を大切に」 

【白井雄士さん 

（文学部 4回生）】

今後も学生部・サービスラーニングセンターと連携し、春期休暇中の学生ボランティア活動や被災地以外（キ

ャンパスを中心とした地域）で可能なボランティアへの支援についての具体化を検討していきます。 



■被災した学生の生活面の経済支援「被災学生支援金」                

復興+R 基金に、立命館に在籍する被災した学生の生活面を経済的に支援する奨学金「被災学生支援金」を設け、

立命館大学・APUにてそれぞれ募集・選考（書類・面接）を行い、19名の採用を決定。11月から給付を開始しました。 

制度の概要、採用決定者の所属学部・研究科などについては以下をご参照ください。今回の採用決定者 19 名の

卒業・修了時までの被災学生支援金給付総額は 26,400,000 円を見込んでいます。 

 ＜概要＞ 

●目   的：立命館の学部・大学院に在籍する正規生で、修学の熱意を有しながら東日本大震災によって 

経済的困難が生じ、学生生活の継続が困難な者の生活費を援助する。 

●給付期間：2011 年 4 月～修業年限まで         

●給付金額：月額 5万円  

●採用決定者：全体で 19 名（学部生 16 名、院生 3名） 

 【衣笠】  7 名（法学部 1名、産業社会学部 2名、国際関係学部 1名、文学部 2名、社会学研究科 1名） 

【BKC】 11 名（経済学部 4名、理工学部 1名、情報理工学部 2名、生命科学部 1名、薬学部 1名、 

理工学研究科 1名、テクノロジー・マネジメント研究科 1名） 

【APU】  1 名（アジア太平洋学部 1名） 

なお、震災後半年が経過してやっと罹災証明が交付されている例や、被災の混乱の中でこれまで相談に来ていな

い学生がいること、風評被害や原発事故による家計の急変等が見受けられることから、立命館大学では学生部と調

整し第2次募集を行うことを決定しました。APUについてもステューデント・オフィスで第2次募集を検討いただいてい

ます。第 2次募集の状況および結果についてはあらためてご報告させていただきます。 

 

＜被災学生支援金の給付が決定した学生の声＞ 

◆衣笠 
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◆APU 

 

 

 

 

 

 

 

■復興＋Ｒ基金の状況について                            

 11月15日現在の復興+R基金への寄付の状況は、給与からの引き去りを中心とした教職員からの寄付がのべ451

人となっています。さらに、教授会懇親会、部課長懇親会等、立命館に関わる各団体からも多額の寄付をお寄せい

ただきました。 

その他、「+R for FUTURE」グッズの売上の一部が復興+R基金に寄付となる取り組みも進めていますし、立命館大

学生活協同組合からは食堂での復興支援募金メニューの売上の一部を復興+R基金に寄付いただいています。 

こうした寄付の総額につきましては、給与引き去りを可能な限り 2013 年 6 月までお願いしていることから、見込み

額をお示しする形になりますが、現時点で約 41,000,000 円を見込んでいます。 

引き続き、立命館の災害復興支援へのご指導ご鞭撻を賜りますとともに、復興+R 基金へのご協力をいただきます

よう、よろしくお願い申し上げます。 

                                                                  以 上 


